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女性ヘ ル ス ケア 委員会企画

1）PIH 既往は将来の 生活習慣病発症 の リス ク因子で ある

新潟市民病院 患 者総合 支援 セ ン ター （ス ワ ン プラザ） 倉 林 工

　妊娠は，
一時的に女性 の循環動態や代謝機構を

劇的 に変化 させ大 きな負荷 をもた らす．母体に

と っ て周産期は 自らの生涯の 健康を予測す るチャ

レ ン ジテ ス トの 時期で もある．妊娠高血圧症候群

（PIH）な どの 周産期異常 を認めた母体は，将来の

心血 管系異常の ハ イ リス ク 女性とい わ れ る．PIH

など周産期異常 の 既往がわかれば，若い 時期か ら

の 生活習慣病や心血管系疾患予防の ため の 栄養 ・

運動などの生活指導や薬物療法等の 介入が可能と

なる．

　近年，欧米を中心に，PIH の 重症型で ある妊娠

高血圧腎症発症と分娩時期に よる母体の長期予後

の 検討で ，妊娠高血圧 腎症 で早期早産 となっ た症

例の 長期生存率が不良であ り，心血管系疾患 に よ

る死亡率が高い こ とが報告され て きた．PIH 既往

女性の 長期的な心血管系疾患 リス ク に関する海外

の meta
−
analysis によれ ば，妊娠高血圧腎症の 女

性 の 10〜15年後の 相対危険率は，高血圧 が 3．70

［9596CI ：2．70−5．05］，虚血性心疾患が 2．16［1．86−

2．52］， 脳梗塞が 1．81［1．45−2．27］，静脈血栓症が 179

［1．37−2．33］で ある （Bellamy　L，　BMJ 　2007）．

　生 活習慣病は生活環境，遺伝要因等の 影響が大

きい ため，日本人の 疫学データを集積 ・解析 し対

策をたて る必要がある．女性の 生活習慣 と健康に

関する疫学調査 （日本ナ ース ヘ ル ス 研究 （JNHS））
の ベ ース ラ イ ン デ

ータ か ら 45歳以 上 の 経産婦

10，456人 を対 象 と した 解析 で は，  母親に PIH

既往 がある とその 娘の PIH 発症の 年齢補正 odds

ratio （OR ）は約 2．7 倍で あるこ と，  PIH 既往は

本人の 将来の 高血圧 （OR ［95％ CI］：2．59 ［2．20−

3．05］）と， 高 コ レ ス テ ロ ール 血症 （OR ：1．42［1．22−

1．66］）発症 の リス ク因子 とな る こ とが 判 明 した

（Kurabayashi　T ，
　Maturitas　2013）．また ， 母子手帳

を用 い た PIH 既往 と生活習慣病の 薬物療法 の 有

無の解析で は，40歳以上の PIH 既往女性 は高血圧

治療 （OR ：4．28 ［2．14−8．57］）と脂質異常症 治療

（OR ：3．20 ［1．42−7．22］）が 有意 に 高率 で あ っ た

（Watanabe　K
，
　Menopause 　2015）．エ ン ドポ イ ン ト

として の 心血管系疾患の発症 は長期的な観察が必

要なため，これ らの 日本か らの 報告で は心血管系

疾患の発症に つ い て解析で きて い ない ．しか し，

日本で もPIH 既往は将来の 生活習慣病発症 の リ

ス ク因子で ある こ とは間違 い ない ．

　今後の 対策として以 下の項目があげられる．（1）

医師（産婦人科 ， 内科な ど），助産師，看護師，保

健師など の 医療 ス タ ッ フ に対 して，PIH の 既往 自

体が将来の 生活習慣病や心血 管系疾患の 独立 した

危険因子 で あ る こ とを啓蒙する．（2）多 くの PIH

症例 で は産褥 1か月検診で症状が軽快 して お り，

長期 フ ォ ロ ーか ら の 脱落が 多い とい う現実が あ

る．PIH 既往女性の 長期的 フ ォ ロ ーに関 して，病

診連携を基本 と した地 域 医療の 観点か らも，「女性

医学」や関連する学会 ， 産婦人科医会や 医師会，

行政等 と協力 した体制の確立 が急務で ある．（3）妊

婦や 若 い 女性 に対 し，妊婦指導や分娩後の 退院指

導時ある い は学校教育の 場等で ， PIH 既往 は本人

の 生涯の 健康の み で なく子孫の 健康にお ける リス

ク 因子 で もある こ とを正確 に伝 える体制を つ く

る，骭 手帳の 母体 躙 する記鱒 項の 充実 も必
t
’

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ▲

要であろ う．

　PIH 既往は将来の 生活習慣病発症の リス ク 因子

で あ り，その 適切 な管理は女性の 生涯の ヘ ル ス ケ

ア を目標 とす る 「女性 医学」 で の 重要な関連領域

の ひ とつ で あ る．PIH 既往女性 の 長期 的 な フ ォ

ロ
ー

の 重要性を認識 し，　Office　Gynecologyを中心

と した速やか な管理体制の 確立が 望まれ る．
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